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民
宿
「
清
次
」

　
長
野
県
の
松
本
か
ら
西

に
進
む
と
上
高
地
へ
の
入

口
。
そ
の
先
、
岐
阜
県
側

の
す
ぐ
南
、
乗
鞍
連
峰
の

山
腹
に
「
五
色
ヶ
原
」
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
人
が
殆

ど
入
っ
て
い
な
い
「
秘
境
」

が
あ
る
。
保
護
の
為
、
入

山
す
る
に
は
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
へ
の
参
加
が
必
須
。

花
や
木
の
名
前
、
山
の
成

り
立
ち
な
ど
、
折
に
触
れ

て
話
し
て
く
れ
、
飽
き
る

こ
と
が
な
い
。

　
民
宿
で
は
と
れ
た
て
の

行
者
ニ
ン
ニ
ク
、
山
ウ
ド

を
味
わ
い
、
岩
魚
釣
り
の

常
連
さ
ん
や
山
の
木
の
枝

を
冬
の
間
に
伐
り
、
温
室

で
花
を
準
備
す
る
と
い
う

花
材
業
者
さ
ん
な
ど
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
宿
の
「
す
み
子
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
の
「
む
ご
い
目

に
あ
っ
た
人
の
魂
を
慰
め

る
為
に
」
と
、
遠
い
長
崎

ま
で
足
を
運
ん
だ
と
い
う

話
に
心
を
う
た
れ
た
。

き
よ  

じ

に
ゅ
う
か
わ

（
高
山
市
　
旧
丹
生
川
村)

山下徹　あおぞら　検索

民・自・公で何を協議するの？

消
費
税
増
税
に
執
心

　
民
主
党
は
消
費
税
を
上

げ
な
い
こ
と
を
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
て
先
の
衆
院

選
挙
で
勝
利
。
政
権
を
獲

得
。
と
こ
ろ
が
、
野
田
首

相
は
「
消
費
税
増
税
！
」

に
政
治
生
命
を
か
け
る
。

　
一
方
、
二
〇
一
一
年
度

税
制
改
定
で
は
法
人
税
の

「
減
税
！
」
を
決
め
て
い

る
。財
源
の
論
議
な
し
に
。

　
何
故
か
？
そ
れ
は
法
人

税
減
税
の
財
源
は
消
費
税

だ
か
ら
。

法
人
税
と
消
費
税

　
一
九
八
八
年
に
消
費
税

導
入
以
来
、
二
〇
一
〇
年

度
ま
で
に
国
民
が
納
め

た
消
費
税
は
二
二
四
兆

円
。
そ
の
間
、
法
人
税
は

二
〇
八
兆
円
減
。
同
時
に

所
得
税
の
最
高
税
率
も
下

げ
ら
れ
た
。

　「
福
祉
の
為
」
と
導
入

し
た
筈
だ
が
、
実
際
に
は

法
人
税
減
税
、
高
額
所
得

者
の
減
税
に
使
わ
れ
た
。

消
費
税
を
上
げ
れ
ば
景
気

が
悪
く
な
る
の
は
、
既
に

証
明
済
み
。

自
民
党
の
シ
ナ
リ
オ

　
自
民
党
は
消
費
税
増
税

の
採
決
の
日
程
明
示
を
民

主
党
に
迫
る
。
消
費
税
増

税
は
自
民
党
の
選
挙
公
約

だ
が
、
国
民
の
評
判
が
悪

い
。
何
と
か
し
て
民
主
党

の
せ
い
に
し
て
決
め
て
し

ま
い
た
い
。

　
オ
ウ
ム
の
高
橋
克
也
の

逃
走
が
新
聞
の
一
面
ト
ッ

プ
を
飾
っ
て
い
る
。
こ
の

間
に
、
民
主
党
と
密
室
で

「
修
正
協
議
」
を
続
け
れ

ば
、
日
本
共
産
党
な
ど
と

国
会
で
論
戦
し
な
い
で
済

む
。
そ
し
て
「
日
程
」
が

来
れ
ば
一
挙
に
採
決
。
国

会
で
の
審
議
を
無
し
に
す

る
、
ク
ー
デ
タ
ー
。
こ
れ

が
自
民
、
民
主
の
描
く
の

シ
ナ
リ
オ
で
は
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

　
　
・
・
・
・


